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特
定
疾
患
対
策
見
直
し

十
月
更
新
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本

　

秀
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
国
多
発
性
硬
化
症
友
の
会
事
務
局
長
）

　

厚
生
労
働
省
が

　
　
　
　
　
　
　

受
給
者
証
の
有
効
期
間
に
空
白
が
生
じ

　

各
1
7
a
.
道
府 Ｅ

へ
通
知

　
　
　
　
　

な
い
よ
う
、
弾
力
的
な
手
続
き
の
運
用

　
　

者

　
　
　

ｙ

　

ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　

の
実
施
」
を
依
頼
す
る
文
書
で
す
・

　

九
月
二
七
日
Ａ
一
八
日
に
開
催
さ
れ

　
　
　

日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
で

た
常
任
幹
事
会
で
、
十
月
更
新
の
状
況

　
　

は
、
こ
の
通
知
文
が
、
更
新
申
請
の
締

を
検
討
し
た
結
果
、
九
月
末
ま
で
に
更

　
　

め
切
り
に
間
に
合
わ
な
い
患
者
の
救
済

新
申
請
が
終
了
せ
ず
、
償
還
払
い
で
も

　
　

策
と
な
る
よ
う
に
、
「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
務
局

救
済
さ
れ
な
い
患
者
が
多
数
存
在
す
る

　
　

ニ
ュ
ー
ス
詔
十
二
千
月
一
日
付
発

可
能
性
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

　
　

行
）
」
で
、
各
加
盟
団
体
へ
の
取
り
組

八
月
七
日
に
提
出
し
て
い
た
要
望
事
項

　
　

み
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

「
十
月
更
新
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

　

み
の
具
体
例
は
、
Ｏ
各
県
の
九
月
末
時

医
療
証
の
有
効
期
限
を
延
長
す
る
な
ど

　
　

点
で
の
更
新
手
続
き
の
状
況
確
認
。
口

の
対
応
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
」
に
も

　
　

「
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
」
の
各
県
で

と
づ
き
、
緊
急
措
置
を
厚
生
労
働
省
へ

　
　

の
対
応
策
の
実
施
。
曰
受
給
者
証
の
交

要
望
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
「
更
新

　
　

付
状
況
と
今
後
の
見
通
し
の
確
認
。
療

手
続
き
に
つ
い
て
（
協
力
依
頼
）
」
が
、

　
　

養
費
払
い
等
で
患
者
負
担
と
な
ら
な
い

九
月
二
九
日
付
で
各
都
道
府
県
へ
通
知

　
　

よ
う
医
療
機
関
等
と
の
連
携
を
要
望
す

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
内
容
の
要
旨
は
、

　
　

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
リ
バ
仁
且
且

　

影
響
調
査
へ
ご
協
力
を

が
遅
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
全
難
連
と
の
共

同
作
業
に
よ
る
「
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
見
直
し
の
影
響
調
査
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
十
一
月
一
日
現
在
、
一
県
四

十
名
、
疾
病
団
体
五
十
名
を
無
作
為
抽

出
で
選
び
実
施
す
る
全
国
調
査
で
、
二

月
十
五
目
～
十
六
日
に
開
催
予
定
の

　

「
全
国
患
者
・
家
族
集
会
」
に
報
告
す

る
予
定
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
わ
か
る
主
な
点
は
次
ぎ

の
と
お
り
で
す
。
０
更
新
で
問
題
と
な

っ
た
、
個
人
調
査
票
を
そ
の
場
で
記
入

し
て
も
ら
え
た
の
か
。
医
療
証
交
付
の

遅
れ
が
あ
っ
た
の
か
。
重
症
患
者
に
ま

で
所
得
証
明
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
の

か
。
生
計
中
心
者
の
認
定
は
、
申
請
ど

お
り
と
な
っ
た
の
か
等
で
す
。
口
自
己

負
担
限
度
額
の
階
層
区
分
の
分
布
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
曰
十
月
分
の

医
療
費
の
支
払
い
額
は
、
い
く
ら
だ
っ

た
の
か
。
こ
の
額
は
、
九
月
の
支
払
い

額
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
た
の
か
。
償

還
払
い
は
、
生
じ
た
か
。
四
来
年
度
に

向
け
た
改
善
点
は
何
か
等
で
す
。
用
紙

が
配
布
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

……,!
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小
児
慢
性
特
定
疾
患

対
策
の
動
嵐

岩
永

　

幸
三

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
１
Ｄ
Ｄ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
理
事
長
）

　

現
在
、
国
で
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾

患
治
療
研
究
事
業
を
見
直
し
、
新
た
な

小
児
慢
性
特
定
疾
患
対
策
を
確
立
す
べ

く
、
次
の
よ
う
な
見
直
し
が
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

○
給
付
内
容
の
改
善
・
重
点
化

・
対
象
疾
患
追
加
、
通
院
対
象
者
（
重

　

症
者
）
の
追
加

・
重
症
患
者
へ
の
重
点
化
、
軽
症
患
者

　

の
除
外

・
対
象
年
齢
の
整
理

　

等

○
応
分
の
患
者
負
担
（
低
所
得
層
へ
の

配
慮
）

○
法
制
化
に
よ
る
安
定
化
（
児
童
福
祉

法
へ
の
位
置
づ
け
）

　

以
下
、
私
な
り
に
国
の
考
え
方
を
整

理
し
て
み
る
こ
と
と
し
ま
す
。

一
、
給
付
内
容
の
改
善
・
重
点
化

　

疾
患
毎
に
ど
う
な
る
か
は
、
判
断
基

準
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で

非
常
に
心
配
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
疾
患
名
で
即
認
定
で
は

な
く
、
病
状
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
年
齢
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
省
は
、
児
童
福
祉
法
と
い
う
「
児

ﾚ･21

童
」
を
対
象
と
し
た
法
律
に
位
置
づ
け

る
こ
と
か
ら
、
二
十
歳
以
上
の
延
長
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

二
、
応
分
の
患
者
負
担
（
低
所
得
層
へ

の
配
慮
）

　

児
童
福
祉
法
へ
位
置
づ
け
る
以
上
、

今
ま
で
の
よ
う
に
患
者
負
担
が
一
律
０

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
で

は
そ
の
負
担
額
で
す
が
、
同
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
育
成
医
療
制
度
や
十
月
か

ら
見
直
さ
れ
た
特
定
疾
患
治
療
研
究
事

業
に
お
け
る
負
担
額
が
参
考
に
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
高
額
の
負
担
で
は
困
り
ま
す
。

三
、
法
制
化
に
よ
る
安
定
化
（
児
童
福

祉
法
へ
の
位
置
づ
け
）

　

児
童
福
祉
法
改
正
案
は
、
来
年
一
月

の
通
常
国
会
提
出
、
三
月
ま
で
の
成
立
、

四
月
か
ら
の
新
制
度
ス
タ
ー
ト
と
言
う

の
を
目
指
し
て
作
業
が
進
め
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
が
…
…
。
そ
れ
で
は
、
ニ
ト

歳
を
過
ぎ
て
も
治
療
が
必
要
な
患
者
へ

の
支
援
策
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
負
担
増
Ｌ
治
療
中
断
エ
病
状
悪
化

↓
医
療
費
増
と
い
う
悪
循
環
に
も
繋
が

り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
も
Ｊ

Ｐ
Ｃ
の
冷
静
且
つ
論
理
的
な
政
策
提
案

が
望
ま
れ
ま
す
。

画
で
全
国
四
七
都
道
府
県
に
四
九
ヵ
所

の
「
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

整
備
す
る
予
算
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
時
に
難
病
患
者
の
医
療

費
助
成
で
は
低
所
得
者
の
負
担
は
軽
減

さ
れ
る
も
の
の
、
多
く
の
患
者
に
と
っ

て
は
医
療
費
の
助
成
が
大
幅
に
後
退
す

る
内
容
の
予
算
で
も
あ
り
、
ま
た
新
し

い
診
断
基
準
の
適
用
に
よ
っ
て
対
象
患

者
が
さ
ら
に
厳
し
く
絞
り
込
ま
れ
、
本

人
や
家
族
の
所
得
ま
で
調
べ
ら
れ
、
手

ヰ㈹ド半)袖2003 －12

４
ｙ
か
ら
現
実
の
課
題
ヘ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
陣
‥

ま
ず
は
大
阪
府
難
病
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

患
者
会
の
乎
で

伊
藤

　

た
て
お

（
日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
代
表
幹
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ
一
～
‘
；
―
ｉ
―
ｚ
．
く
Ｉ
！
ノ
４
‐
．
－
－
‐
一
”
ｒ
ｒ
Ｊ
Ｉ
―
’
／

　

‐
‐
Ｊ

　
　

ｙ

厚
生
労
働
省
は
二
〇
〇
三
年
度
（
平

　
　

成
一
五
年
度
）
か
ら
概
ね
三
ヵ
年
の
計

　
　

続
き
も
複
雑
に
な
る
と
い
う
内
容
と
な

　

に
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つ
て
い
ま
し
た
。
対
象
疾
患
の
入
れ
替

え
や
患
者
数
の
多
い
疾
患
の
対
象
は
ず

し
と
い
う
大
き
な
後
退
は
一
応
は
回
避

さ
れ
た
も
の
の
、
難
病
患
者
と
そ
の
家

族
の
「
経
済
的
負
担
の
み
な
ら
ず
精
神

的
・
肉
休
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
」
と

す
る
難
病
対
策
の
主
旨
・
目
的
か
ら
次

第
に
は
ず
れ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
状
況
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
こ
の
「
難
病
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
」
は
、
国
が
二
分
の
一
を
補

助
す
る
都
道
府
県
の
事
業
で
、
運
営
は

民
間
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。
事
業
の
内
容
は
、
医
療

や
福
祉
に
か
か
わ
る
相
談
だ
け
で
は
な

く
、
様
々
な
事
業
の
企
画
や
患
者
の
家

族
の
支
援
、
就
労
の
支
援
等
も
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
、
と
り
わ
け
大
阪
難
病
連
が

目
指
し
て
い
る
総
合
的
な
難
病
セ
ン
タ

ー
の
構
想
か
ら
は
、
は
る
か
に
小
さ
な

も
の
で
あ
り
、
宿
泊
の
機
能
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
規
模
は
小
さ
い
と
し
て
も

全
国
四
七
都
道
府
県
に
整
備
さ
れ
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。
四
七
都
道
府
県
に
難
病
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
わ
が
国
の
難
病
患
者
・
家
族
へ
の

支
援
と
相
談
の
事
業
は
と
て
も
大
き
な

存
在
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

国
は
二
分
の
一
補
助
と
し
て
Ｉ
カ
所

平
均
三
千
八
百
万
円
程
度
を
想
定
し
て

い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
府
・
県
と
合
わ

せ
る
と
七
千
万
円
以
上
の
規
模
に
な
り

ま
す
。
施
設
費
、
設
備
・
運
営
費
が
補
助

対
象
で
、
そ
の
う
ち
運
営
費
の
補
助
は

継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
今
持
っ
て
い
る
力
で
、
大

き
な
難
病
セ
ン
タ
ー
の
維
持
運
営
を
行

う
こ
と
、
し
か
も
継
続
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
は
極
め
て
大
き
な
困
難
を
伴
う
こ

と
で
す
。
ま
ず
、
こ
の
小
さ
い
な
が
ら

も
公
的
に
認
め
ら
れ
、
国
と
府
県
の
委

託
を
受
け
た
施
設
と
機
能
を
運
営
す
る

こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
経
験
と
実
績
の
上
に
立
っ
て
、
改

め
て
本
当
に
私
た
ち
が
必
要
と
し
て
い

る
「
難
病
セ
ン
タ
ー
」
の
実
現
へ
の
具

体
的
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、

冒
頭
に
害
い
た
よ
う
に
「
概
ね
三
年
」

で
四
七
都
道
府
県
に
整
備
す
る
と
さ
れ

3･
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
問
に
府
と
の

間
で
運
営
の
内
容
・
方
法
や
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

大
阪
府
は
ど
の
程
度
の
も
の
を
考
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。
運
営
を
大
阪
難
病

連
に
委
託
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
も
府
が
直
営
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
学
病
院
な
ど
に
委
託
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

医
療
の
主
人
公
は
患
者
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
具
体
化
の
一
つ
と

し
て
、
こ
の
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ

ー
を
患
者
団
体
が
運
営
す
る
意
義
は
極

め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
専
門
機
関
や
行

政
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
患
者
団
体

が
運
営
し
、
専
門
機
関
や
行
政
と
は
連

携
を
強
化
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

本
当
に
大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
の
第

一
歩
を
、
今
現
実
に
踏
み
出
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
阪
府
に
ふ
さ
わ
し
い
、
大
阪
府
民

の
期
待
に
添
え
る
難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
を
ぜ
ひ
と
も
大
阪
難
病
連
の
手

に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

（
大
阪
難
病
連
発
行
「
耀
い
て
生
き
つ

づ
け
た
い

　

未
来
を
ひ
ら
く
難
病
セ
ン

タ
ー
」
よ
り
転
載
）

びアｊ｡鰭●4SのidiBa 2003－12

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

第
１
回
研
究
大
会
開
催
さ
れ
る

森
田

　

良
恒

八

　

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
の
本
格

的
な
活
動
と
し
て
十
月
十
一
日
、
十
二

目
の
両
日
、
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
北
海

道
札
幌
市
に
お
い
て
全
国
か
ら
一
五
〇

人
が
参
加
さ
れ
第
一
回
研
究
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
目
目
は
増
改
築
さ
れ
新
し
く
な

っ
た
北
海
道
難
病
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
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世
話
人
会
・
運
営
委
員
会
、
参
加
者
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
二
日
目
は
札
幌
医

科
大
学
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
午
前
中

に
五
一
般
演
題
と
三
研
修
講
演
、
午
後

に
は
全
体
会
と
会
長
講
演
及
び
二
特
別

講
演
、
二
研
修
講
演
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
の
世
話
人
会
・
運
営
委
員

会
終
了
後
、
北
海
道
難
病
セ
ン
タ
ー
の

見
学
会
が
開
催
さ
れ
、
電
動
ベ
ッ
ド
な

ど
を
設
備
し
た
充
実
の
宿
泊
設
備
、
安

全
や
緊
急
時
を
配
慮
し
た
ト
イ
レ
や
洗

面
所
・
避
難
ル
ー
プ
、
患
者
や
家
族
が

安
心
し
て
相
談
で
き
る
相
談
ル
ー
ム
、

患
者
会
な
ど
が
自
由
に
利
用
で
き
る
団

体
ル
ー
ム
等
な
ど
、
只
た
だ
素
晴
ら
し

く
夢
の
よ
う
な
難
病
セ
ン
タ
ー
に
感
心

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

か
ら
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎

　

洋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
秋
田
難
病
連
事
務
局
長
）

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
難
病

　
　

連
交
流
会
が
八
月
二
三
日
上
一
四
、
仙

叫（

し
き
り
で
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
出
席

者
は
各
フ
ロ
ア
ー
に
説
明
の
た
め
配
置

さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
職
貝
に
熱
心
に
質
問

を
し
、
真
剣
な
表
悄
で
全
館
く
ま
な
く

見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
難
病
相
談
事
業
を
実
施
し

て
い
る
各
団
体
の
発
表
や
特
定
疾
患
研

究
班
の
諸
先
生
方
の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
冒
頭
発
表
し
た
北
海
道
難
病
セ

ン
タ
ー
の
伊
藤
た
て
お
専
務
理
事
は

「
行
政
に
お
け
る
相
談
窓
口
は
保
健
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
役
割
を
担
う
と

さ
れ
て
い
る
が
、
精
神
衛
生
以
外
で
は

専
門
窓
口
は
見
当
た
ら
ず
、
保
健
師
は

健
診
や
保
健
指
導
等
の
業
務
な
ど
に
多

く
の
時
間
を
割
い
て
い
る
。
介
護
保
険

に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
重
症

台
市
・
秋
保
温
泉
の
ホ
テ
ル
「
岩
沼
屋
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
難
病
辿
か
ら
は
、
北
海
道
（
三

名
）
、
青
森
（
一
名
）
、
岩
手
（
二
名
）
、

宮
城
（
十
六
名
）
、
秋
ｍ
（
五
名
）
、

山
形
こ
一
名
）
、
福
島
（
二
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

一
昨
年
行
わ
れ
た
一
回
目
の
交
流
会

難
病
患
者
入
院
施
設
確
保
事
業
に
お
け

る
難
病
専
門
貝
も
、
い
わ
ゆ
る
『
相
談
』

を
主
た
る
業
務
と
し
て
い
な
い
。
三
十

年
間
の
相
談
事
業
で
築
き
あ
げ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
経
験
か
ら
、
難
病
セ
ン
タ

ー
の
運
営
や
業
務
の
内
容
、
財
政
、
職

員
の
処
遇
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
『
難

病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
』
の
あ
る
べ

き
姿
を
真
剣
に
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
話
し
、
全
国
難
病
セ
ン
タ

ー
研
究
会
の
今
後
の
役
割
の
重
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
二
〇
〇
四
年
三
月
二
八
目
、

束
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

で
は
、
「
顔
合
わ
せ
」
的
な
交
流
や
情

報
交
換
が
主
に
行
わ
れ
、
二
回
目
は
財

政
難
な
ど
各
難
病
連
が
抱
え
る
様
々
な

課
題
を
出
し
合
っ
て
の
憲
見
交
換
、
そ

し
て
今
回
は
、
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み
や
患
者
団
体
の
役
割
に

つ
い
て
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
、
実
り

あ
る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

句牡白白（八洲2003 －12∂７６
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ま
た
、
今
回
は
分
科
会
に
先
立
ち
、

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
会
長
の
木

村
格
先
生
（
国
立
療
養
所
西
多
賀
病
院

院
長
）
か
ら
、
「
都
道
府
県
の
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

木
村
先
生
の
講
演
は
、
患
者
団
体
が

今
後
進
む
べ
き
指
針
を
、
「
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
組
み
を
通
し

て
分
か
り
や
す
く
系
統
立
て
て
解
説
い

た
だ
き
、
感
銘
深
い
内
容

で
参
加
者
に
は
た
い
へ
ん

好
評
で
し
た
。

　

分
科
会
は
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
巾
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
約
半
数
は
初
め

て
の
参
加
者
で
、
新
し
い

人
と
の
つ
な
が
り
を
持
て

た
こ
と
は
、
地
域
に
お
け

る
交
流
の
広
が
り
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
多
く
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ

の
集
会
等
で
も
会
う
機
会

の
な
い
方
々
で
あ
り
、
こ

の
交
流
会
の
開
催
は
新
し

い
出
会
い
の
場
と
し
て
、

貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
難
病
連
活
動
の
展
開
、
例
え

ば
、
相
談
活
動
な
ど
こ
れ
か
ら
活
動
を

進
め
て
い
こ
う
と
い
う
課
題
を
持
っ
て

い
る
難
病
遠
に
と
っ
て
は
、
こ
の
交
流

会
で
得
ら
れ
る
情
報
が
大
き
な
刺
激
に

な
っ
た
、
と
い
う
感
想
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

一
方
で
は
、
各
難
病
連
の
活
動
経
験
、

事
務
局
体
制
、
財
政
規
模
な
ど
に
は
違

い
が
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
課
題
に
つ

ふ
い
て
突
っ
込
ん
だ
意
見
交
換
を
す
る
と

こ
ろ
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
例

え
ば
「
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
事

業
を
受
託
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
各

難
病
連
の
対
応
に
温
度
差
が
あ
る
た

め
、
具
体
的
な
討
議
に
は
な
り
に
く
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　

全
大
会
で
は
、
三
つ
の
分
科
会
報
告

を
受
け
た
後
ヽ
来
年
は
札
幌
市
で
開
催

　

フ

す
る
こ
と
を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
参
加
者
は
交
流
会
終
了
後
、

筋
ジ
ス
を
中
心
と
し
た
雌
病
の
患
者
が

生
活
し
て
い
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設

　

「
太
白
あ
り
の
ま
ま
舎
」

　

（
仙
台
市
）

を
見
学
し
ま
し
た
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告

森
滓

　

繁
雄

　

去
る
七
月
十
九
・
二
十
日
の
二
日

間
、
坂
出
か
ん
ぽ
の
宿
に
お
い
て
四
国

地
区
難
病
団
体
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
会
は
、
各
県
持
ち
回
り
の
隔

年
開
催
で
今
回
は
、
香
川
県
が
担
当
に

な
り
ま
し
た
。
会
場
の
坂
出
か
ん
ぽ
の

宿
は
、
五
色
台
の
山
の
上
に
位
置
し
温

泉
も
あ
り
瀬
戸
大
橋
が
見
え
る
と
こ
ろ

で
景
観
も
絶
景
で
満
足
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
今
回

初
め
て
参
加
の
岡
山
県
、
そ
れ
と
主
催

の
香
川
県
の
難
病
患
者
・
家
族
お
よ
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
一
一
三
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

十
九
日
は
午
後
二
時
か
ら
主
催
者
、

来
賓
あ
い
さ
つ
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
披
露
の
後
、
「
こ
れ
か
ら
の
患
者
運

動
」
と
題
し
て
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
代
表
幹
事
の

伊
藤
た
て
お
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
休
憩
後
、
各
県
の
活
動
報

告
や
問
題
点
が
提
示
さ
れ
、
難
病
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
に
つ
い
て

の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

夜
の
懇
親
会
で
は
、
ご
馳
走
に
舌
鼓

を
打
ち
酒
の
力
も
借
り
て
カ
ラ
オ
ケ
で

盛
り
上
が
り
遅
く
ま
で
お
互
い
に
交
流

を
深
め
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

2003 －12｡li浄０の1巾闇
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回国地圧艶高田休交流集会和1大会

も
ち
ろ
ん
讃
岐
名
物
の
う
ど
ん
に
も
人

気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
十
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
、
木
村
輝

明
さ
ん
（
香
川
県
・
肝
移
植
者
）
の
「
生

き
る
Ｉ
生
体
肝
移
植
を
し
て
Ｉ
」
、
坂

本
陽
子
さ
ん
（
愛
媛
県
・
リ

ウ
マ
チ
）
の
「
関
節
リ
ウ
マ

チ
と
歩
ん
だ
二
十
年
」
、
酒

井
善
さ
ん
（
高
知
県
・
脊
髄

小
脳
変
性
症
）
の
人
間
ら
し

く
生
き
生
き
と
前
向
き

に
」
、
脇
本
晃
さ
ん
（
腎
臓

透
析
）
の
「
自
分
史
の
一
部
」

と
題
し
て
体
験
発
表
が
あ

り
、
も
ら
い
涙
あ
り
感
動
あ

り
で
盛
ん
な
拍
手
が
続
き
ま

し
た
。

　

休
憩
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
寿
太
鼓
の
皆
さ

ん
に
よ
る
迫
力
満
点
の
太
鼓

打
ち
、
吉
岡
正
彦
さ
ん
に
よ

る
天
弘
流
津
軽
軽
三
味
線
の
ば
ち
裁
き

に
圧
倒
さ
れ
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
昼
食
を
済
ま
せ
無
事
二

日
間
の
日
程
を
終
え
解
散
し
ま
し
た
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告

　
　
　
　
　
　

赤
嶺

　

幹
人

　
　
　
　
　
　

（
大
分
県
難
病
患
者
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
）

広
大
な
る
佐
賀
平
野
の
中
心
、
佐
賀

　
　

市
神
野
乗
に
お
い
て
、
九
月
十
ご
了
十

６

四
日
、
沖
縄
を
除
く
七
県
の
患
者
の
皆

さ
ん
に
よ
る
盛
り
上
が
っ
た
会
議
で
あ

り
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
の
見
直
し
に
よ
る
と
、
自
己
負
担

に
つ
い
て
は
定
額
制
か
ら
、
生
計
中
心

者
の
所
得
に
よ
り
階
層
区
分
が
設
定
さ

れ
医
療
費
が
一
一
倍
に
な
る
人
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
軽
快
者
は
公
費
負
担
の

対
象
外
と
な
る
な
ど
各
難
病
連
は
危
機

　　

｀･゛・て!

　

i･?Ｓ

　　　　　　

……･･９郷－･･べ･･･:=･-･-,=･･--,一

言二

言]ｊ
"゛■■.■

　　

¨･.I:I.-･■

　　　　

ぎゃらﾐ゛”’
‾‾‾’～友ここ

’゛-､、

感
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
『
改
正
』
に
対
し
て
は
、
見
直

し
の
撤
回
を
求
め
て
い
く
事
を
確
認
し

ま
し
た
。
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
難
病
を
障
害
者
の
定
義
に
繰

り
込
む
事
が
必
要
で
あ
り
、
難
病
の
法

制
化
に
向
け
た
活
動
に
一
屑
取
り
組
む

事
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
児
慢

性
特
定
疾
患
に
つ
い
て
は
対
象
年
齢
の

制
限
を
取
り
除
く
こ
と
を
要
望
す
る
事

と
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
十
二
月
に

厚
生
労
働
省
が
「
難
病
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
」
の
通
達
を
発
表
し
た

時
は
一
点
の
明
る
さ
を
覚

え
た
出
来
事
で
あ
り
ま
し

た
。
私
達
難
病
連
と
し
て

も
、
早
速
会
議
を
開
き
県

に
陳
情
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
地
方
自
治
体
の
財

政
は
こ
と
の
ほ
か
厳
し
い

状
況
で
直
ち
に
、
箱
物
の

セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
事

と
な
ら
な
い
と
の
回
答
に

と
ど
ま
り
、
九
州
各
県
に

お
い
て
も
同
様
で
、
今
、

他
県
の
状
況
を
み
て
い
る

2003 -12 ・鸚蓼０の1皐菌
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状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
結
論
は
、
北
海
道

難
病
セ
ン
タ
ー
と
ま
で
は
い
か
な
く
て

も
、
最
低
限
、
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ

ー
の
目
的
で
あ
る
難
病
患
者
・
家
族
の

療
養
上
、
生
活
上
の
悩
み
や
不
安
を
解

消
す
る
た
め
に
、
電
話
・
面
談
に
よ
る

相
談
、
患
者
交
流
会
の
開
催
、
就
労
支

援
な
ど
難
病
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
き
め
細
か
い
相
談
・
支
援
が
で
き
る

場
所
を
要
望
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
よ
り
良
い
難
病
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
設
立
の
た
め
に
、
様
々
な
情

報
を
収
集
し
、
研
修
・
検
討
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
を
逃

す
こ
と
な
く
、
県
へ
要
望
を
続
け
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
不
況
下
、
次
か
ら
次
へ
と
難
病

対
策
の
見
直
し
に
よ
る
難
病
患
者
へ
の

影
響
は
留
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
達
難
病
患
者
は
、
皆
様
と
団
結
し
て
、

日
本
の
社
会
保
障
制
度
と
医
療
保
険
制

度
を
守
り
ぬ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で

は
、
有
意
義
な
意
見
が
続
出
し
、
今
後

の
患
者
団
体
の
活
動
に
良
い
結
果
を
生

む
で
あ
ろ
う
と
い
う
感
想
を
も
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

弓

　 　 　
回

　 　
回
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］
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］

　 　 　

　 　

　 　

一

一

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

］

　 　 　

　 　 　

一

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　

　

　 　 　

一

一

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

一

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　

　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

一

一

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

一
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一

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　

　 　 　

　 　

］

　 　 　

　 　 　

］

有
坂

　

登

（
長
野
県
難
病
患
者
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
）

　
　

「
障
害
者
基
本
法
」
は
九
三
年
、
心

身
障
害
者
対
策
基
本
法
が
抜
本
的
に
改

正
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
三
障

　

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
に
限
定
さ
れ

た
制
限
列
挙
式
の
制
度
の
根
幹
は
改
正

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
参
議

院
で
十
三
項
目
の
付
帯
決
議
が
付
け
ら

れ
た
こ
と
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
不
十
分

な
内
容
の
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
「
障
害
者
長
期
計
画
」
「
障

害
者
プ
ラ
ン
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
施

策
が
策
定
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
障

害
者
の
願
い
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
ま
ま
、
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
今
年
四
月
か
ら
「
支

援
費
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
医
療
・
年

金
制
度
の
改
悪
や
長
期
の
不
況
も
あ
い

ま
っ
て
、
障
害
者
ふ
家
族
の
暮
ら
し
へ
の

不
安
は
一
層
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
国
連
で
は
、
「
障
害
者

権
利
条
約
」
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

障
害
者
差
別
禁
止
法
が
四
十
ヶ
国
以
上

で
制
定
さ
れ
る
な
ど
障
害
者
の
人
権
保

：７

ぴアジ｡||●ｅの{Qflil 2003 -12
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障
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
「
国
際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ

Ｃ
Ｆ
）
＝
国
際
障
害
分
類
改
訂
版
」
も

発
表
さ
れ
、
国
際
的
な
「
障
害
の
概
念
」

が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
国
内
の

障
害
者
団
体
の
努
力
に
よ
り
障
害
者
基

本
法
改
正
の
動
き
が
加
速
さ
れ
、
第
一

五
五
国
会
最
終
盤
に
与
党
案
が
提
出
さ

れ
、
審
議
未
了
と
な
り
臨
時
国
会
で
も

審
議
さ
れ
ず
衆
議
院
解
散
に
よ
り
廃
案

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
与
党
案
は
、
①

差
別
禁
止
の
規
定
を
加
え
た
こ
と
、
②

市
町
村
に
障
害
者
基
本
計
画
の
策
定
を

義
務
づ
け
た
こ
と
、
③
中
央
障
害
者
施

策
推
進
協
議
会
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
、

④
五
年
後
の
見
直
し
規
定
を
設
け
た
こ

と
な
ど
前
進
面
が
見
ら
れ
ほ
と
ん
ど
の

党
が
肯
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
臨
時

国
会
で
審
議
の
時
間
を
と
れ
れ
ば
全
会

一
致
で
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
も

の
で
す
。
し
か
し
、
難
病
患
者
の
立
場

か
ら
見
る
と
、
三
障
に
限
定
さ
れ
た
障

害
認
定
の
基
準
が
改
定
さ
れ
な
い
と
、

多
く
の
障
害
を
持
っ
た
難
病
患
者
等
障

害
者
施
策
か
ら
洩
れ
て
い
る
多
く
の
障

害
者
の
救
済
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
小
池

晃
参
議
院
議
貝
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
「
国
連
の
障
害
者
の
権
利
宣
言
や
国

際
生
活
機
能
分
類
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
障
害
で
は
な
く
障
害
が

も
た
ら
す
生
活
上
の
困
難
さ
に
着
目
し

て
障
害
者
と
す
る
の
が
国
際
的
な
流

れ
」
で
す
。
難
病
患
者
の
運
動
と
し
て

は
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
障
害
の

定
義
を
改
正
し
、
全
て
の
障
害
者
が
含

ま
れ
る
「
障
害
者
基
本
法
」
に
す
る
よ

う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
「
障
害

者
権
利
条
約
」
の
制
定
・

　

「
障
害
者
差

別
禁
止
法
」
の
制
定
に
む
け
て
努
力
し

ま
し
ょ
ヽ
つ
。

18･

○あなたの療養生活に10月１日実施の特定疾患の見直しがどの

　

ように影響しているか？小児慢性特定疾患における自己負担

　

導入や法制化について。

○今年４月に厚生労働省が『難病相談・支援センター』につい

　

て予算化をしましたが、各地域難病連は、それをどのように

　

受け止め、県の関係部局などと交渉・折衝されているかなど

　

の具体的な動き。

○疾病団体や難病連で交渉などを行い、成果が上がった特徴的

　

な事項。

　

以上のテーマで「ＪＰＣの仲間」編集担当へ原稿を

お寄せください。

　

字数は紙数の関係上、1000字以内でお願いします。

2003-12 ・||・ｅ朗●間
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ないで≒
随:･を喫｀す全圖賭･

3…………‘111

麟万

言

急がいりんな悩愛くけか組よけく
速人だ返

　

｀苦をにれ自っやうで大
にびけさ子し語ふるらた民とはき
広とでせどみりれ労の患主交勝な
げの必てもはまて働苦者団流て相
て心死はらがし

　

｀者した体会な手
いをになに7こた堰たみちとがいの
き

　

ゅ生らぱ

　

゜をち

　

も

　

はい開

　

｀鎮
まさきなこち、そ切の語

　

｀うか支判
しぶるいんだしっ

　

｀つ熱もれ援に
たり＝1－なけてた温て心のまのは
゜

　

｀と¬こで

　

｀よか励にをし輪自

　

運

　

゜ことた．うぃま耳知たを分

　

勣この

　

を

　

く

　

こ

　

に人

　

し

　

を

　

ら

　

゜広達

　

をれ思繰さん苦問て傾な労げだ

思
っ
て
い
ま
す
。

間

　　

り

の

　

ス

　

で

尊モす

厳

　

ン

　

゜

をの

求運

め動

ては

の

　

｀

運

　

人

員間

で復

あ権

る

　

｀

と

　

人

づ⑤浙㈱①べ

り

　

人

　

｀

　

々

人

　

と

間の

の温

尊か

厳い

を

　

心

冒の

す

　

通

もい

の合

へい

ので

怒あ

　

2003

者はばに英

　　

まつが
同

　

｀りな雄要し抗

　

｀
士孤抜っも求た議あ
の立きてなづ

　

゜しり
｀しまみいく

　　

撤と
そ分しん

　

｀り

　　

回あ
し散たな一か

　　

さら
てさ

　

゜で入ら

　　

せゆ
支せこ力ひ解

　

乗る
援られをと決

　　

り妨
やれを合りま

　　

越害
弁て支せがで

　　

えを
護きえて主一

　　

てー
団たたが人人

　　

いつ
の患のん公の

　　

き一

一12

　

三
六
年
前
、
下
痢
し
て
医
師
か
ら
貰

っ
た
お
薬
で
ス
モ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
は
ス
リ
ッ
パ
が
脱
げ
て
も
分
か
ら

ん
だ
ん
庫
れ
と
痛
み
が
上
が
っ
て
き
て

隔
離
病
棟
に
入
れ
ら
れ
、
自
殺
ま
で
思

い
つ
め
た
末
、
大
部
屋
に
移
り
、
そ
こ

（
ス
モ
ン

辻
川

　

郁
子

人
間
で
あ
り
っ
づ
け
た
い

大
阪
ス
モ
ン
の
会
の
結
成
に
参
加
し
、

病
気
の
原
因
究
明
、
治
療
法
開
発
、
福

祉
向
上
を
求
め
て
始
ま
っ
た
運
動
で
、

ス
モ
ン
の
原
因
が
キ
ノ
ホ
ル
ム
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
責
任
を

追
及
す
る
訴
訟
に
重
点
が
移
っ
て
い
き

ま
し
た
。
病
状
を
知
ら
せ
励
ま
す
こ
と

か
ら
作
ら
れ
て
い
っ
た
各
地
の
ス
モ
ン

の
会
が
、
全
国
的
に
団
結
し
「
ス
モ
ン

の
会
全
円
連
絡
協
議
会
（
ス
全
協
）
」

が
一
九
七
四
年
三
月
三
一
日
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

製
薬
企
業
と
国
と
い
う
と
て
つ
も
な

　

霞
ヶ
関
を
ゆ
る
が
し
た
一
三
二
日
間

　

別

の
闘
い
、
そ
し
て
解
決
の
ル
ー
ル
を
決

め
た
「
確
認
書
」
の
調
印
、
そ
れ
か
ら

の
六
年
牛
に
わ
た
っ
て
患
者
一
人
ひ
と

り
が
、
こ
の
確
認
１
　
に
も
と
づ
く
和
解

を
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
「
投
薬
証

明
が
な
い
」
と
か
「
時
効
だ
」
と
か
い

ろ
ん
な
理
由
を
つ
け
て
一
人
で
も
多
く

切
り
捨
て
た
い
製
薬
会
社
に
対
し
て
、

一
人
の
切
り
捨
て
も
許
さ
な
い
、
一
人

の
た
め
に
み
ん
な
が
力
を
合
せ
最
後
ま

で
が
ん
ば
り
抜
き
ま
し
た
。
週
刊
誌
で

謀
略
記
事
が
出
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
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゛、

　

ＪＰＣは、現在49団体が加盟。「人間の生命が何よりも大切にされ

る社会」の実現を願い、医療や福祉の拡充を求めて運動に取り組んで

います。

　

署名は国の施策を推進させる機動力になり、募金はＪＰＣの運動を

進める貴重な資金になります。

　

貴会の積極的な取組みをお願いいたします。2004年６月の国会請願

に２

がぶぶ

数ご参加ください。

全国一斉街頭キャンペーン実施

　

大
阪
で
は
、
1
0
月
４

日
、
『
な
ん
ば
』
駅
前

で
バ
ル
ー
ン
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
通
行
人
に
手
渡

し
、
署
名
・
募
金
を
訴

え
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン

が
難
病
患
者
と
通
行
人

の
橋
渡
し
と
な
っ
て
、

若
人
や
子
連
れ
の
方
を

呼
ん
で
く
れ
ま
す
。
4
2

人
が
参
加
し
、
署
名
２

８
６
筆
、
募
金
３
３
フ

ｏ
円
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

2003-12 JI・＠朗1闇
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⊇籍ダご･″i介

妻が綴った

　

夫の「自分史」

児
島

美
部
ぞ

川
゛
ｙ

夫の肺がんがくれだj

　　　

すばらしい贈り物

　

一在宅介厩で看取ったｉ期の13日随一

1£の中で､カはこのltをぶりでから奮すH-ftEU

を巾していたiV.II火の人11をたどることで､もう･･

曳4!にμ|余いないと思りた………

　　　

ｘａ社

児島

　

美都子

　

著（東京福祉大学教授）

　

朝日訴訟中央対策委員会事務局長を就任、訴訟が終

わるまで朝日訴訟運動に専念され、また、ＪＰＣ代表

幹事を長年務められた長宏氏。妻､児島美都子さんは、

13日間の在宅介護体験から夫の生涯をふりかえりま

す。お二人の生い立ち、お二人の出会い、愛犬ホビー

やフーのこと、そして何よりも「社会保障」「患者運

動」についての長氏の考え方が分かりやすくかかれて

います。きっとあなたの患者運動にお役に立つことで

しょう。

　

（この書籍は､定価1500円ですが、ＪＰＣの財政の一

助になればと児島先生のご好意によりご寄附ください

ました。 1,000円以上のカンパのお礼にプレゼントを

させていただきます。但し、冊数に限りがありますの

でご了承ください。お問合せはＪＰＣ事務局まで�03

一5940-0182)

器節節節瀧節瀧国画順順瀧瀧節節瀧節瀧節瀧節節節洛

がんばれ難病患者・日本一周

激励マラソン記録集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3,000円(税込み送料別)

発行

　

日本患者・家族団体協議会／(財)北海道難病連

　　　　

一人の男が、47都道府県の知事と厚生大臣に難病対策の拡充

　　　

を訴えて、128日間、日本列島を走り続けた。

　　　　

この記録集は、日本一周激励マラソンを参加・応援した全国

　　　

の難病患者の熱い魂の記録である。
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12

１

日
場

主

　

催：日本患者・家族団体協議会

　

全国難病団体連絡協議会

程:2004年２月15日（日曜剛～16日（月曜日）

所：東京グランドホテル（束京都港区芝2 － 5 － 2　TEL 03-3456-2222)

　　　

一泊二食:16,000円一泊一食:11,000円

　

交流会:7,000円

　　　

当日のみ参加費:1,000円

7=集会の内容
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今
年
４
月
か
ら
健
康
保

険
本
人
が
２
割
か
ら
３
割

（
退
職
者
医
療
含
む
）
へ
の

負
担
増
、
1
0
月
―
目
か
ら

特
定
疾
患
見
直
し
に
よ
る

一
律
の
自
己
負
担
額
か
ら

生
計
中
心
者
の
所
得
課
税

2003 12 ･|!・ｅの1●闇

１日目

　

14時より全体会議

　　　　

］.4時15分より

　　　　　

日本医師会より講演「医療制度改革が患者におよぽす影響について」

　　　　　

医師会との意見交換会

　　　　

16時

　

難病見直し後の影響調査の報告

　　　　

16時20分

　

三会場で分散会

　　　　

18時

　

閉会挨拶

　　　　

18時30分

　

交流集会（懇親会）

２日目

　

９時30分

　

難病対策の法整備について各党に聞く

　　　　　　　　　　

自由民主党

　

原田義昭議員

　　　　　　　　　　

民主党

　　　

谷

　

博之議員

　　　　　　　　　　

公明党

　　　

福島

　

豊議員

　　　　　　　　　　

日本共産党

　

小池

　

晃議員

　　　　　　　　　　

社会民主党

　

阿部知子議員

に
よ
る
自
己
負
担
増
や
「
軽
快
者
」
の
一

般
医
療
へ
の
移
行
な
ど
医
療
を
め
ぐ
る

情
勢
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
小
児

慢
性
特
定
疾
患
に
お
い
て
も
自
己
負
担

導
人
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
平
成
1
6
年
度
の
「
診
療
報

酬
改
訂
」
で
「
入
院
時
食
事
代
の
全
額

自
己
負
担
化
」
、
「
混
合
診
療
の
解
禁
」

や
「
包
括
払
い
の
拡
大
」
な
ど
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
受
益
者
負
担
の
拡
大
と

公
的
責
任
の
縮
小
は
、
社
会
保
障
の
解

体
に
つ
な
が
る
だ
け
に
”
生
命
の
尊
厳
”

を
切
実
に
感
じ
て
い
る
私
た
ち
患
者
が

今
ま
で
以
上
に
、
医
療
・
福
祉
の
後
退
に

対
し
て
、
反
対
の
声
を
大
き
く
上
げ
、
広

げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
日
本
の
社
会
保
障

の
歴
史
の
中
で
大
き
な
業
績
を
残
し
、

勇
気
と
希
望
を
与
え
、
し
か
も
患
者
運

動
か
ら
生
ま
れ
た
「
朝
日
訴
訟
」
を
今
こ

そ
、
学
び
、
生
か
し
て
い
く
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
！
（
○
）
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